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11日(日) 校区民体育祭

～18日 日奈久美術展

14日(水) 日奈久阿蘇神社秋季大祭前夜祭

15日(木) 〃 本祭

17日(土) 校区民グラウンドゴルフ大会

全国花火大会

25日(日) サツマイモ収穫祭

29日(木) 市政協力員グラウンドゴルフ市大会

ドリームランド

住民自治会関係会議等

（会場 南部市民センター）

13日(火) 町内連絡委員会 13:00

16日(金) 運営委員会 15:00

20日(火) 広報部会(編集会議)

10月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

成27年10月1日
（第74号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（8月末現在）
男1320人
女1662人
計2982人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

日
奈
久
校
区
敬
老
会
が
９
月
13
日(

日)

１
７
３
名
の
敬
老
者
を
迎
え
て
日
奈
久
中

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
中
村
市
長
が
出
席
。
長
年
、

地
域
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
敬
老
者

へ
感
謝
を
込
め
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
敬
老
者
代
表
の
下
山
勲
さ
ん
か
ら
は
、

「
趣
味
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
敬
老
者
へ
の
力
強
い
呼
び
か
け
が
あ
り
、

ま
た
主
催
者
へ
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

ド
リ
ー
ム
火
流
、
日
奈
久
小
・
中
学
生
、

み
ず
ほ
保
育
園
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

校
区
婦
人
会
が
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
や
歌
、
演

奏
、
踊
り
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
を
披
露
す

る
と
、
敬
老
者
の
皆
さ
ん
は
終
始
に
こ
や

か
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

主
催
し
た
住
民
自
治
会
の
皆
さ
ん
（
婦

人
会
、
町
内
連
絡
委
員
会
、
有
志
）
が
前

日
か
ら
当
日
ま
で
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

48
名
の
入
所
者
に
、
日
奈
久
小
４
年
生

や
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
お
祝
い
の
言
葉
や

歌
・
演
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
４
回
サ
ロ
ン
の
集
い
に

人

前夜祭や子供相撲の楽しみも

日
奈
久
阿
蘇
神
社(

大
明
神)

大
祭

10
月
14
日
前
夜
祭

15
日
本
祭

請
前
は
竹
之
内
町

大
明
神
恒
例
の
秋
の
大
祭
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

◆
前
夜
祭

10
月
14
日(

水)

17:

00

前
夜
祭
神
事

18:

30
～

演
芸
大
会

◆
本
祭

10
月
15
日(

木)

９:

00

大
祭
神
事

９:

30

園
児
奉
納
み
こ
し

10:

00

大
太
鼓
奉
納

10:

30

園
児
奉
納
相
撲

11:

00

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り

11:

30

小
学
生
奉
納
相
撲

（

中
入
り

昼
食

）

13:

00

中
学
生
奉
納
相
撲

14:

00

お
楽
し
み
抽
選
会

赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
募
集
中

祭
り
の
呼
び
物
の
一
つ
が
「
赤
ち
ゃ

ん
土
俵
入
り
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

少
子
化
で
地
元
の
赤
ち
ゃ
ん
が
大
変

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
も
八
代

市
外
か
ら
親
戚
や
知
人
に
も
お
願
い

し
て
や
っ
と
赤
ち
ゃ
ん
関
取
を
確
保

し
ま
し
た
。
男
の
子
ば
か
り
で
な
く

女
の
子
も
大
歓

迎
で
す
。
育
ち

の
記
念
に
ぜ
ひ

出
場
を
勧
め
ま

し
ょ
う
。

◆
大
明
神
の
起
こ
り

今
か
ら
５
０
０
年
前
の
昔
、
室
町
時

代
の
こ
と
、
台
風
や
イ
ナ
ゴ
の
襲
来
で

農
民
は
凶
作
に
大
変
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
農
民
た
ち
を
救

お
う
と
、
時
の
田
川
内
城
主
山
崎
伊
豆

の
守
は
阿
蘇
大
明
神
を
勧
請
し
、
堤
防

の
修
復
な
ど
を
し
ま
し
た
。
城
主
の
計

ら
い
で
凶
作
を
乗
り
越
え
た
農
民
た
ち

は
城
主
に
感
謝
し
、
場
内
に
あ
っ
た
大

明
神
を
村
内
に
祀
り
厚
く
信
奉
し
ま
し

た
。
大
明
神
の
祭
は
農
民
の
感
謝
の
心

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

◆
日
時

10
月
25
日(
日)

10
時
～
12
時

(

雨
天
時
は
11
月
１
日
）

◆
場
所

下
図

緑
の
旗
を
目
印
に

◆
参
加
費

１
袋
５
百
円

た
だ
し
２
袋
ま
で

◆
各
自
準
備
す
る
も
の

飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル
な
ど

◆
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
主
催:

日
奈
久
住
民
自
治
会
、
主
管:

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会
）

元
気
を
伝
え
る
お
が
ま
ち
広
告

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
日
奈
久

校
区
住
民
の
健
康
増
進
と
融
和
を
目
的

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
主
催:

日
奈
久
住
民
自
治
会
、

主
管:

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会
）

◆
日
時

10
月
17
日
（
土
）
９
時
～

(

雨
天
時
は
10
月
18
日
）

◆
会
場

日
奈
久
小
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
参
加
費

無
料

不
審
者
に
ご
注
意

９
月
の
運
営
委
員
会
は
15
日
（
火
）
午
後

３
時
か
ら
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
記
事
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い

な
い
主
な
事
項
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〇
生
活
環
境
部
会

10
月
下
旬
に
津
森
小
遭
難
の
碑
公
園
の
清

掃
を
予
定
。
ま
た
、
鳩
山
の
地
蔵
尊
に
通

じ
る
堤
防
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
は
が
れ
の

補
修
を
検
討
し
て
い
る
。

〇
事
務
局
か
ら
の
説
明
と
提
案
に
関
し
て

(1)
市
民
と
市
長
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク(

懇

談
会)

に
つ
い
て
、
市
内
に
居
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
人
で
構
成
さ
れ
た
団
体

や
グ
ル
ー
プ(

各
種
団
体
、
自
治
会
、
企

業
、
学
校
の
サ
ー
ク
ル
な
ど)

が
申
込
み

で
き
る
。
く
わ
し
く
は
市
報
10
月
号
で
。

住
民
自
治
会
で
は
次
回
協
議
し
態
度
を
決

定
す
る
。

(2)
住
民
自
治
会
が
主
催
す
る
活
動
に
係
る

保
険
に
つ
い
て
、
校
区
全
世
帯
１
４
６
９

戸
を
対
象
に
１
世
帯
１
３
１
円
で
加
入
す

る
方
向
で
協
議
し
た
。

美
術
の
秋
だ
！
行
こ
う
！

第
５
回
日
奈
久
美
術
展

日
奈
久
に
居
住
、
ま
た
は
出
身
、
勤
務

す
る
人
が
出
品
で
き
る
日
奈
久
美
術
展
が

５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
日
本
画
、
洋
画
、

工
芸
、
写
真
な
ど
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
会
期

10
月
11
日(

日)

～
18
日(

日)
午
前
９
時
～
午
後
５
時

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
主
催

日
奈
久
美
術
愛
好
会

感
謝
と
長
寿
の
祝
い

敬
老
会

保
寿
寮
で
も
敬
老
会

15
日
（
火
）

婦人会よりお知らせ
11月の校区ふれあい祭で、フリーマー

ケットを計画しています。くわしく

は11月号でお知らせします。

日
奈
久
郵
便
局
は
、

お
客
さ
ま
が
安
全
・

安
心
で
、
快
適
・

豊
か
な
生
活
・
人

生
を
実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
「
ト
ー
タ
ル

生
活
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
全
社
員
一
丸
で
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

ご
利
用
、
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
役
所
の
職
員
を
名
乗
っ
て
、
家
族
の
状

況
な
ど
を
聞
く
不
審
電
話
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
市
役
所
が
電
話
で
尋
ね
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
変
だ
な
と
思
っ
た
ら
相
手

に
せ
ず
、
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

１
枠(

名
刺
大)

白
黒

千
円

カ
ラ
ー

２
千
円

掲
示
版
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
に
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く

校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

こ
ち
ら
も
楽
し
い
ぞ

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭

ち
ど
り
橋

旗

サツマイモ畑

大会スローガン がんばれ!!みんなが日奈久の宝物

家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
し
よ
う

校
区
民
体
育
祭

10
月
11
日(

日)

開
催

平
成
27
年
度
最
後
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
、
日
奈
久
校
区
民
体
育
祭
が
日
奈
久
小
・

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
【
雨
天
の
場
合
は
中
止
】

昭
和
40
年
頃
は
、
町
内
対
抗
運
動
会
と
し
て
熱
気
あ
ふ
れ
る
大
会
で
し
た
。
開

始
以
来
60
年
を
超
え
、
こ
の
間
、
校
区
民
や
関
係
者
の
努
力
で
今
日
ま
で
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
選
手
の
確
保
も
厳
し
く
、

出
場
を
見
送
っ
て
い
る
町
内
も
あ
り
ま
す
。
。

選
手
、
応
援
者
と
し
て
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
日
奈
久
の
伝

統
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
開
会

午
前
８
時
30
分

◆
会
場

日
奈
久
小
・
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管

日
奈
久
体
育
協
会

の
決
定
事
項
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
く

わ
し
く
は
各
町
内
の
体
協
理
事
さ
ん

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

競
技
上
の
規
則
は
、
本
年
度
日
本

陸
上
競
技
規
則
に
準
じ
て
行
わ
れ
ま
す

が
、
日
奈
久
校
区
体
育
協
会
理
事
会

日
奈
久
郵
便
局
長
に
深
川

智
さ
ん

中学生の歌に合わせて、敬老者の皆さんも一緒

に体を動かし、ほほえましいひとときでした。

9月4日、13の各町内サロン等が歌や踊り

を披露し楽しく交流を深めました。

主催:日奈久住民自治会 福祉推進協議会

１７１

(広告欄)
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温
泉
神
社
の
石
鳥
居
が
一
部
崩
壊
し
ま

し
た
。
こ
の
鳥
居
は
１
５
２
年
前
の
江
戸

時
代
、
嘉
永
６
年(
1
8
5
3
)

に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。
隣
接
の
社
務
所
は
無
事

で
し
た
。
他
に
も
、
塩
南
町
～
浜
町
の
旧

堤
防
の
桜
並
木
や
大
明
神
境
内
、
県
道
多

多
良
線

の
樹
木

な
ど
、

局
地
的

な
倒
木

の
被
害

が
発
生

し
ま
し

た
。

２

観
光
客
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
年
度
よ
り
、
Ｊ

Ａ
や
つ
し
ろ
日
奈
久

支
所
運
営
委
員
会
の

推
薦
を
頂
き
、
日
奈

久
校
区
の
農
業
委
員

と
し
て
八
代
市
農
業

委
員
会
に
お
世
話
に

な
り
ま
す
、
新
田
町
の
北
園
武
広
で
す
。

Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
に
勤
務
さ
せ
て
頂
き
、
地
元

農
家
の
方
々
に
助
け
ら
れ
て
、
30
年
余
り
農
業

全
般
の
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
農

業
委
員
と
し
て
気
持
ち
を
新
た
に
、
地
域
農
業

の
発
展
な
ど
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
れ
ば
と
の

思
い
で
お
り
ま
す
。
と
は
言
う
も
の
の
、
ま
だ

学
ぶ
べ
き
点
が
多
々
あ
り
ま
す
し
、
ど
の
よ
う

に
活
動
し
た
ら
良
い
の
か
も
、
自
分
な
り
に
ま

だ
把
握
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
農
家
の
皆
さ
ま
方

の
ご
教
授
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
参

考
ま
で
に
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
に
よ
く
相

談
さ
れ
る
内
容
を
い
く
つ
か
記
載
い
た
し
ま
す
。

①
農
地
に
関
す
る
ご
相
談

農
地
の
貸
し
借
り
・

売
り
買
い
・
農
作
業
受
委
託
な
ど

②
遊
休
農
地
に
関
す
る
ご
相
談

遊
休
農
地
を

活
用
し
た
い
・
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
ほ
し
い

③
農
地
転
用
に
関
す
る
ご
相
談

農
地
を
農
地

以
外
の
も
の
に
活
用
し
た
い
な
ど

④
簿
記
・
青
色
申
告
に
関
す
る
ご
相
談

簿
記

や
青
色
申
告
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
い
な

ど⑤
農
業
者
年
金
に
関
す
る
ご
相
談

農
業
者
年

金
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
い
な
ど

⑥
税
金
に
関
す
る
ご
相
談

所
得
税
・
固
定
資

産
税
・
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど

そ
の
他
、
記
載
し
ま
し
た
内
容
以
外
も
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

以
上
、
今
年
度
か
ら
３
ヵ
年
の
任
期
を
全
う

で
き
ま
す
様
に
、
農
業
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解

と
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日奈久のおもしろ？歴史

本湯の移り変わり(その４)

●
第
７
期

平
成
16
年
～
20
年

八
代
市
日
奈
久
財
産
区
が
管
理
運
営
し
て

い
た
本
湯
は
昭
和
42
年
に
全
面
改
築
し
、
日

奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
営
業
を
始
め
ま

し
た
が
、
平
成
16
年
３
月
末
に
財
産
区
の
廃

止
に
よ
り
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
は
市
に
帰
属
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
市
か
ら
管
理
委
託
を

受
け
た
八
代
市
日
奈
久
新
興
協
会
（
財
産
区

元
従
業
員
を
主
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
任
意

団
体
）
が
営
業
し
ま
し
た
。

●
第
８
期

平
成
21
年
～
現
在

し
か
し
、
建
物
の
老
朽
化
等
で
全
面
改
築

さ
れ
、
平
成
21
年
７
月
「
日
奈
久
温
泉
セ
ン

タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
」
の
名
称
で
生
ま
れ
変
わ

り
、
九
州
総
合
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
が
市
か
ら

指
定
管
理
委
託
を
受
け
、
営
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
３
月
27
日
、
利
用
者
が
百

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
は
日
奈

久
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
今
後
も
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
42
年
～
平
成
20
年
営
業
の
温
泉
セ
ン
タ
ー

特
選

渡
辺
か
よ
さ
ん(

高
島
町

高
３
）

入
江
琉
綸
さ
ん(

本
町

小
５
）

<

日
奈
久
関
係>

入
選

松
本
登
喜
子
さ
ん(

下
西
町)

佳
作

竹
下
喜
美
子
さ
ん(

竹
之
内
町)

※
10
月
15
日
ま
で
日
奈
久
郵
便
局
で
展

示
中
で
す
。

俳
句
大
会
表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

続
い
て
、
俳
人
石

寒
太
氏
が
「
放
浪

い
し

か
ん

た

の
系
譜
の
中
の
山
頭
火
」
と
題
し
て
講
演
。

漂
泊
の
松
尾
芭
蕉
と
比
較
し
な
が
ら
、
二

人
の
相
違
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
は
、
石
さ
ん
を
囲
ん
で
山
頭

火
に
つ
い
て
４
名
の
パ
ネ
ラ
ー
で
座
談
会
。

日
奈
久
か
ら
始
ま
る
長
旅
を
追
い
な
が
ら

山
頭
火
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

大
賞

吉
原
利
津
子
さ
ん(

八
代
市)

雲
海
を
航
き
て
あ
の
世
を
確
か
め
ん

ゆ

<

日
奈
久
関
係>

秀
作

西
村

毅
さ
ん
（
山
下
町
）

酔
い
痴
れ
て
織
屋
の
蟹
は
土
間
に
寝
る

秀
作

森
下
み
か
さ
ん
（
日
奈
久
小
６
年)

秋
の
夕
日
ま
る
で
お
皿
の
目
玉
焼
き

入
選

花
岡
菜
美
子
さ
ん(

日
奈
久
中
３
年)

平
野
名
花
さ
ん(

日
奈
久
中
１
年)

日
奈
久
の
み
な
さ
ん
の
お
も
て
な
し
に
感
謝
の
声

「
来
年
も
来
ま
す
！
」

第
16
回
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火

第
24
回
全
国
山
頭
火
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
日
奈
久

台
風
15
号
の
局
地
的
な
被
害

投
稿

西
湯
の
存
続
を
願
っ
て

<

ば
ん
ぺ
い
湯
の
ノ
ー
ト
か
ら>

〇
日
奈
久
温
泉
に
初
め
て
来
ま
し
た
が
、

非
常
に
気
持
ち
よ
く
温
泉
を
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
、
思
い
出
の
旅

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
何
回
か
来
た
い

と
思
い
ま
す
。
奄
美
大
島
か
ら
家
族
４
人

で
来
ま
し
た
。

〇
日
奈
久
温
泉
は
泉
質
が
大
変
い
い
し
、

掛
け
流
し
な
の
で
、
気
持
ち
い
ー
い
!!

帰
る
と
き
は
乗
り
物
の
中
で
ウ
ト
ウ
ト
と

昼
寝
し
て
し
ま
い
ま
す
。
体
の
芯
が
温
ま

り
、
す
っ
き
り
し
ま
す
。
（
熊
本
市
か
ら
）

〇
毎
日
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
温
泉
に
行
き

ま
す
。
や
っ
ぱ
り
日
奈
久
の
お
湯
は
よ
か

で
す
ね
。
や
わ
ら
か
で
澄
み
き
っ
た
温
泉
。

い
つ
ま
で
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

八
代
市
農
業
委
員
に
選
任

北
園
武
広
さ
ん
（
新
田
町
）

あ
な
た
の
自
慢
の
歌
を
か
っ
こ
よ
く
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
出
場
者
募
集
中
で
す
。
。

◆
日
時

10
月
31
日
（
土
）

14:

00
～
18:

00
（
予
定
）

◆
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
参
加
料

２
千
円

先
着
30
名

◆
入
場
料

無
料

◆
賞

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
審
査

員
特
別
賞

◆
主
催
・
問
合
せ

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯

38-

０
６
１
７

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

38-

０
２
６
７

あ
な
た
の
18
番
を
カ
ラ
オ
ケ
で

ば
ん
ぺ
い
湯
＆
ゆ
め
倉
庫

感
謝
祭
カ
ラ
オ
ケ
大
会

現
在
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る
放
浪
の
俳
人
種
田
山
頭
火
が
、
日
奈
久

に
滞
在
し
た
の
は
昭
和
５
年
９
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
泊
４
日
。
そ
れ
か
ら
70
年

目
を
記
念
し
、
ま
た
日
奈
久
の
観
光
活
性
化
を
目
的
に
始
ま
っ
た
「
九
月
は
日
奈
久
で

山
頭
火
」
は
今
回
で
16
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

同
時
開
催
し
た
「
第
24
回
全
国
山
頭
火
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
日
奈
久
で
２
回
目
の
開
催
と

な
り
、
東
京
、
千
葉
、
横
浜
、
兵
庫
、
山
口
、
九
州
全
県
か
ら
２
０
０
人
の
山
頭
火
フ
ァ

ン
が
参
加
、
会
場
の
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
は
熱
気
に
溢
れ
ま
し
た
。

各
地
か
ら
大
勢
の
集
客
を
実
現

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
は
じ
ま
る
よ
ぉ
！

九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

建
物
の
老
朽
化
と
駐
車
場
が
な
い
と
の

理
由
で
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
西
湯
が

存
続
の
危
機
に
あ
り
、
風
前
の
灯
火
で
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
西
湯
を
愛
し
、
社
交
の

場
と
し
て
地
域
の
宝
物
と
し
て
利
用
し
て

き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
財
産
が
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
伝
統
の
あ
る
こ
の
温
泉
施
設
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
悲
し
み
に
た
え

ま
せ
ん
。
県
内
の
温
泉
地
の
中
に
は
、
温

泉
を
高
齢
者
の
た
め
に
家
庭
に
配
湯
し
て

い
る
と
い
う
心
温
ま
る
話
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
社
会
に
こ
そ
温
泉
は
必
要
な
も
の
で

す
。
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
利
用

で
き
、
心
身
を
癒
や
す
場
と
し
て
西
湯
が

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
切
に
望
み

ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

匿
名
希
望

山頭火クイズにくまモンも飛び入り参加。

園児、小中学生の演技に大きな拍手が。
8月31日

お
め
で
と
う

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

お
り
や
句
会
に
27
名

9月6日、柳屋大広間で、八代市文

化祭の一環として開催されました。

全
国
山
頭
火
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
山
頭
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

約
２
０
０
名
が
参
加

９月19日

アトラクションはギターと歌、朗読、書と水

墨画とのコラボ。朗読は石本愛さん(大坪町

右から２人目)が力演しました。(写真は合成)

入
選
お
め
で
と
う

俳
句
大
会

(右)講演する石寒太さん

(下)楽しい話題が次々と

紹介された座談会

俳句大会大賞の表彰を

する今田徳次郎実行委

員長(白浜さん撮影)

地
元
料
理
で
歓
待

交
流
会

フォーラムの後は交流会。日奈久自慢

の手作り料理に140名の参加者は大満足。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
翌
日
は
、

〇
山
頭
火
の
道
バ
ス
ツ
ア
ー

満
席
で
日
奈
久
か
ら
人
吉
路
へ

〇
日
奈
久
街
並
み
再
発
見

ち
く
わ
と
ラ
ム
ネ
で
ぶ
ら
日
奈
久

１
ヶ
月
間
の
織
屋
公
開
で
多
く
の
人
が
訪

れ
、
温
か
い
も
て
な
し
が
好
評
で
し
た
。

ゆ
め
倉
庫
壁
面
の
小
﨑
侃
さ
ん
の
版
画
と

迫
力
の
墨
絵
、
レ
ン
ガ
倉
庫
の
熊
本
近
代

文
学
館
と
八
代
市
立
博
物
館
の
山
頭
火
資

料
の
展
示
も
興
味
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

(広告欄)


